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令
和
5
年
度
最
賃
改
定

は
東
京
1
1
1
3
円
、
全

国
加
重
平
均
1
0
0
4
円

で
改
定
告
示
が
行
わ
れ
ま

し
た
。今
年
度
の
特
徴
は
、

私
た
ち
が
要
求
す
る
全
国

一
律
1
5
0
0
円
以
上
に

つ
い
て
、
毎
日
や
東
京
新

聞
が
社
説
で
取
り
上
げ
、

Ｎ
Ｈ
Ｋ
と
日
テ
レ
の
番
組

で
も
好
意
的
に
報
道
し
ま

し
た
。
東
京
の
労
働
三
団

体
（
東
京
地
評
、
連
合
東

京
、
全
労
協
）は「
1
5
0

0
円
要
求
」で
一致
し
、審

議
会
で
も
連
合
委
員
が
時

給
1
5
0
0
円
以
上
必
要

と
発
言
す
る
に
至
り
ま
し

た
。
8
月
末
に
は
岸
田
総

理
が
「
最
低
賃
金
を
2
0

3
0
年
代
半
ば
ま
で
に
全

国
加
重
平
均
1
5
0
0
円

を
目
指
す
」
と
表
明
。
長

年
の
運
動
が
政
府
を
動
か

し
、
め
ざ
す
ゴ
ー
ル
の
輪

郭
が
見
え
て
き
ま
し
た
。

歴
史
的
な
物
価
高
騰
が
暮

ら
し
を
直
撃
す
る
中
、
改
定

過
程
で
も
か
つ
て
な
い
変
化

が
生
じ
ま
し
た
。
佐
賀
県
知

事
は
7
月
、
最
低
賃
金
額
引

上
げ
を
求
め
る
意
見
書
を
提

出
。
こ
の
声
に
押
さ
れ
審
議

会
は
目
安
額
を
8
円
上
回
る

47
円
、
全
国
一
の
引
上
げ
幅

と
な
り
ま
し
た
。

ま
た
茨
城
県
知
事
は
答
申

額
9
5
3
円
を
受
け
、
低
額

答
申
を
批
判
す
る
公
開
質
問

状
を
出
し
話
題
に
。
Ａ
ラ
ン

ク
目
安
（
41
円
）
を
上
回
っ

た
地
域
は
23
、
そ
の
中
に
Ｃ

ラ
ン
ク
が
12（
区
分
総
数
13
）

も
含
ま
れ
て
い
ま
す
。
交
通

網
や
ネ
ッ
ト
サ
ー
ビ
ス
が
グ

ロ
ー
バ
ル
化
す
る
中
で
、
生

計
費
の
差
が
な
く
な
っ
て
い

ま
す
。
今
回
、
制
度
発
足
後

初
め
て
ラ
ン
ク
区
分
を
4
か

ら
3
に
変
更
し
ま
し
た
が
、

制
度
破
た
ん
を
色
濃
く
な
る

結
果
に
。
全
国
加
重
平
均
の

2
円
上
積
み
は
、
ラ
ン
ク
制

度
で
低
額
に
抑
え
ら
れ
た
地

方
の
苛
立
ち
の
声
と
言
え
ま

す
。

◇

◇

◇

【
屋
代
眞
・
新
宿
区
労
連
事

務
局
次
長
】
新
宿
区
労
連
は

2
0
1
4
年
、
最
賃
1
5
0

0
円
を
制
度
要
求
と
し
て
掲

げ
ま
し
た
。
当
時
は
ま
だ
、

『
今
す
ぐ
最
賃
千
円
』
が
合

言
葉
で
あ
っ
て
、
『
1
5
0

0
円
』
に
は
批
判
や
根
拠
を

問
う
声
が
数
多
く
あ
り
ま
し

た
。
長
年
、
未
組
織
・
非
正

規
雇
用
労
働
者
と
向
き
合

い
、
労
働
相
談
と
生
活
実
態

を
耳
に
し
て
い
ま
す
。
彼
ら

の
賃
金
改
善
は
、
組
合
加
入

・
組
合
結
成
と
最
賃
制
度
を

活
か
す
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。

そ
の
た
め
に
は
暮
ら
せ
る
最

低
賃
金
を
め
ざ
す
必
要
が
あ

る
と
、
彼
ら
の
要
求
と
生
計

費
研
究
調
査
を
検
討
し
1
5

0
0
円
を
目
標
に
し
ま
し

た
。
そ
れ
か
ら
10
年
余
、
首

相
や
財
界
も
口
に
し
出
し
た

1
5
0
0
円
に
隔
世
の
感
を

禁
じ
得
ま
せ
ん
。
さ
て
、
新

宿
区
労
連
は
物
価
高
騰
を
受

け
、
新
た
に
「
最
賃
1
7
0

0
円
以
上
」
を
求
め
て
運
動

を
広
げ
て
い
き
ま
す
。

若者にも響いた最賃1500円以上（地評が方針にした
のは2017年春闘から）

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ユ
ニ
オ
ン

東
京
は
7
月
10
日
に
厚
労
省

で
会
見
し
、
労

基
法
違
反
の
申

告
の
際
、
労
働

組
合
が
当
該
労

働
者
の
任
意
代

理
人
と
し
て
申

告
で
き
る
こ
と
が
厚
労
省
の

事
務
連
絡
で
確
認
で
き
た
と

発
表
し
ま
し
た
。
こ
の
問
題

は
6
月
に
国
会
議
員
室
を
通

じ
て
運
用
変
更
を
求
め
て
い

た
も
の
で
す
。

・

・

・

労
働
者
に
寄
り
添
わ
な
い
労

働
行
政

「
労
働
基
準
監
督
署
に
賃

金
未
払
の
申
し
出
を
し
た

が
、
会
社
に
請
求
行
為
を
行

な
わ
な
け
れ
ば
申
告
は
で
き

な
い
と
言
わ
れ
た
。
」
と
い

う
相
談
が
発
端
で
す
。
ユ
ニ

オ
ン
は
、
都
内
外
4
ヶ
所
の

労
基
署
に
任
意
代
理
人
と
し

て
申
告
を
申
し
出
ま
し
た
。

し
か
し
、
い
ず
れ
も
申
告
は

労
働
者
本
人
以
外
で
き
な
い

と
の
回
答
で
し
た
。

・

・

・

労
働
相
談
員
の
不
当
な
対
応

を
認
め
た

要
請
後
、
厚
労
省
は
23
年

6
月
23
日
付
・
事
務
連
絡
文

書
を
発
出
し
、
「
労
働
者
が

関
係
法
令
に
違
反
す
る
事
実

を
申
告
し
て
い
る
に
も
関
わ

ら
ず
、
労
基
署
内
に
設
置
さ

れ
た
総
合
労
働
相
談
コ
ー
ナ

ー
の
相
談
員
か
ら
監
督
官
に

取
り
次
が
れ

ず
、
申
告
と
し

て
受
理
さ
れ
な

い
。あ
る
い
は
、

申
告
受
理
後
の

処
理
経
過
が
本

人
に
、
説
明
さ
れ
な
い
と
い

っ
た
苦
情
が
認
め
ら
れ
て
い

る
。
」
と
述
べ
て
、
要
請
内

容
を
事
実
上
認
め
る
も
の
と

な
っ
て
い
ま
す
。

・

・

・

運
用
変
更
が
労
働
者
の
権
利

向
上
に

事
務
連
絡
文
書
で
任
意
代

理
人
の
取
り
扱
い
が
明
文
化

さ
れ
た
こ
と
は
労
働
者
の
権

利
を
守
る
上
で
重
要
で
す
。

例
え
ば
、
労
働
者
自
身
が
申

告
に
行
く
こ
と
が
困
難
な
場

合
や
外
国
人
労
働
者
の
申
告

が
可
能
に
な
り
ま
す
。ま
た
、

労
働
組
合
が
介
在
す
る
こ
と

に
よ
り
、
法
律
的
問
題
点
を

適
切
に
伝
え
る
こ
と
で
き
ま

す
。
労
働
者
の
権
利
擁
護
の

た
め
に
制
度
の
活
用
が
望
ま

れ
ま
す
。

ちんどん屋の音色に外国人観光客も興味深々
（9月10日㈰ 浅草寺雷門前）

「
フ
リ
ー
ラ
ン
ス
や
小
規

模
事
業
者
を
つ
ぶ
す
イ
ン
ボ

イ
ス
導
入
は
や
め
ろ
」
を
掲

げ
、
下
町
雷
大
行
進
集
会
が

観
光
客
で
賑
わ
う
浅
草
、
花

川
戸
公
園
に
8
0
0
人
で
開

催
。
実
行
委
員
会
を
代
表
し

田
中
茂
足
立
西
民
商
副
会
長

は
、消
費
税
導
入
か
ら
34
年
、

世
界
的
な
減
税
の
流
れ
に
逆

行
し
、
小
零
細
事
業
者
に
税

負
担
。
こ
ん
な
社
会
は
変
え

て
い
こ
う
と
挨
拶
。
フ
リ
ー

ラ
イ
タ
ー
の
小
泉
な
つ
み
さ

ん
は
、
ネ
ッ
ト
署
名
36
万
筆

を
集
め
た
。
こ
の
声
を
さ
ら

に
広
げ
Ｓ
Ｔ
Ｏ
Ｐ
イ
ン
ボ
イ

ス
と
発
言
。
国
会
か
ら
宮
本

徹
議
員
（
共
産
）
は
「
イ
ン

ボ
イ
ス
導
入
は
消
費
税
20
％

の
地
な
ら
し
。
断
固
阻
止
し

よ
う
。
」
と
激
励
。
櫛
渕
万

里
議
員（
れ
い
わ
）は
、「
下

町
の
文
化
や
芸
能
は
日
本
の

魅
力
、
個
性
豊
か
な
産
業
を

彩
る
担
い
手
で
あ
る
小
零
細

事
業
者
を
破
壊
す
る
の
が
イ

ン
ボ
イ
ス
。
世
論
を
さ
ら
に

広
げ
て
導
入
撤
回
を
さ
せ
ま

し
ょ
う
。
」と
訴
え
ま
し
た
。

斎
藤
ま
り
子
都
議
を
は
じ

め
、
共
産
と
れ
い
わ
の
区
議

が
多
数
か
け
つ
け
ま
し
た
。

そ
の
後
、
ち
ん
ど
ん
屋
を

先
頭
に
昭
和
歌
謡
の
音
色
に

足
取
り
軽
く
、
浅
草
寺
沿
道

を
練
り
歩
き
ま
し
た
。

私たちの最賃１５００円が政府を動かす私私たたちちのの最最賃賃１１５５００００円円がが政政府府をを動動かかすす

生
活
実
態
か
ら
練
り
あ
げ
た
方
針

労
働
団
体
の
潮
流
超
え
た
要
求
に

定価 1部40円（送料別）
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イ
ン
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労
基
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運
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改
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に
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江
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最賃1500円運動が政府を動かす
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